
秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

  
秋田大学は、平成

の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「
を形成し、これまで秋田大学において蓄積された
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

 

◆これまでの取組
 平成 21 年
学間連携と女性研究者支援
員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。

平成 25 年
に選定され、すでに連携
た本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。
 

◆秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組

 女性研究者研究活動支援事業（拠点型）では、

行政機関、公設試験研究機関など

秋田県の女性研究者支援のための

施している。

 １．人の架橋
  ・女性研究者向けセミナー開催後の
  ・SNS

機会の増加

 ２．組織の架橋
  ・平成
  ・女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

いて審議
  ・女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウム

 ３．研究・キャリアの架橋
・平成
る各機関の優れた研究成果を挙げた
成果を挙げている女性研究者を、年

 ４．ノウハウの架橋
  ・女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや

メンタルヘルス、論文執筆などをテーマに

 ５．情報・理念の架橋
  ・「秋田県女性研究者支援ネット」を開設

機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載
 

◆事業実施期間終了後の取組
秋田県内の女性研究者比率

研究者支援コンソーシアムあきた」を中心に
していく。さらに、
ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ
ステムを構築していく。
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

秋田大学は、平成 25 年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「
を形成し、これまで秋田大学において蓄積された
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

これまでの取組とその成果
年 5月に文部科学省科学技術振興

学間連携と女性研究者支援
員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。

年 9 月に、文部科学省科学
され、すでに連携

本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）では、

行政機関、公設試験研究機関など

秋田県の女性研究者支援のための

施している。 

人の架橋 
・女性研究者向けセミナー開催後の

SNS を活用し、女性研究者支援コンソー
機会の増加 

組織の架橋 
・平成 25 年度に「女性研究者支援コンソーシアムあきた」
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

いて審議 
女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウム

研究・キャリアの架橋
平成 26 年度に「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設

る各機関の優れた研究成果を挙げた
成果を挙げている女性研究者を、年

ノウハウの架橋
女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや

メンタルヘルス、論文執筆などをテーマに

情報・理念の架橋
「秋田県女性研究者支援ネット」を開設

機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載

◆事業実施期間終了後の取組
秋田県内の女性研究者比率

研究者支援コンソーシアムあきた」を中心に
していく。さらに、各々の取組の
ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ
ステムを構築していく。

【連絡先】 秋田大学
 TEL: 018
 URL：http://www.akita
         http://www.akita

秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「
を形成し、これまで秋田大学において蓄積された
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

とその成果 
月に文部科学省科学技術振興

学間連携と女性研究者支援 in 秋田」
員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。

月に、文部科学省科学
され、すでに連携体制を構築していた県内高等教育機関を始め

本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）では、

行政機関、公設試験研究機関など 20

秋田県の女性研究者支援のための「

・女性研究者向けセミナー開催後の
を活用し、女性研究者支援コンソー

「女性研究者支援コンソーシアムあきた」
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウム

研究・キャリアの架橋 
「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設

る各機関の優れた研究成果を挙げた
成果を挙げている女性研究者を、年

ノウハウの架橋 
女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや

メンタルヘルス、論文執筆などをテーマに

情報・理念の架橋 
「秋田県女性研究者支援ネット」を開設

機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載

◆事業実施期間終了後の取組 
秋田県内の女性研究者比率 20％以上

研究者支援コンソーシアムあきた」を中心に
各々の取組の

ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ
ステムを構築していく。 

秋田大学 男女共同参画
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「
を形成し、これまで秋田大学において蓄積された
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

月に文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に、秋田大学「大
秋田」が採択されたことにより、現在も継続して実施している研究支援

員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。
月に、文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（拠点型）

体制を構築していた県内高等教育機関を始め
本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）では、

20 の機関からなる

「5 つの架橋」によるソーシャルキャピタル

・女性研究者向けセミナー開催後の参加者と講師による秋田県女性研究者交流会を開催
を活用し、女性研究者支援コンソー

「女性研究者支援コンソーシアムあきた」
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウム

「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設
る各機関の優れた研究成果を挙げた女性研究者
成果を挙げている女性研究者を、年 1回表彰

女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや
メンタルヘルス、論文執筆などをテーマに

「秋田県女性研究者支援ネット」を開設
機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載

％以上を持続させるために、「女性
研究者支援コンソーシアムあきた」を中心に、効果的な取組を継続

検証・発展のサイクル
ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ

男女共同参画推進室 
  FAX：018

http://www.akita-u.ac.jp/coloconi/index.html
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「
を形成し、これまで秋田大学において蓄積された女性研究者支援
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に、秋田大学「大
が採択されたことにより、現在も継続して実施している研究支援

員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。
技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（拠点型）

体制を構築していた県内高等教育機関を始め
本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）では、秋田県内の女性研究者を支援するために高等教育機関、

の機関からなる女性研究者支援コンソーシアムあきた

つの架橋」によるソーシャルキャピタル

参加者と講師による秋田県女性研究者交流会を開催
を活用し、女性研究者支援コンソーシアムあきた参画機関に所属する女性研究者同士の交流

「女性研究者支援コンソーシアムあきた」
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウム

「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設
女性研究者及びワーク･ライフ･バランスを確保しながら研究
回表彰 

女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや
メンタルヘルス、論文執筆などをテーマに出張ミニセミナーを開催

「秋田県女性研究者支援ネット」を開設し、女性研究者支援
機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載

を持続させるために、「女性
、効果的な取組を継続

検証・発展のサイクルを整備する
ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「

女性研究者支援の取組を
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に、秋田大学「大
が採択されたことにより、現在も継続して実施している研究支援

員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。
技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（拠点型）

体制を構築していた県内高等教育機関を始め
本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

秋田大学における女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の取組 

の女性研究者を支援するために高等教育機関、

女性研究者支援コンソーシアムあきた

つの架橋」によるソーシャルキャピタル

参加者と講師による秋田県女性研究者交流会を開催
シアムあきた参画機関に所属する女性研究者同士の交流

「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を設立
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催

女性研究者支援コンソーシアムあきた主催シンポジウムを年 1

「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設
及びワーク･ライフ･バランスを確保しながら研究

女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや
出張ミニセミナーを開催

し、女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成
機関の女性研究者及び女性研究者支援の取組などについて掲載 

を持続させるために、「女性
、効果的な取組を継続

を整備する
ことにより、秋田県内女性研究者のさらなる研究力の向上を目指し、
秋田県内女性研究者の活躍の場を日本全国、世界へと「つなぐ」シ
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
の機関からなる「女性研究者支援コンソーシアムあきた」を中心とする「架橋型ソーシャルキャピタル

の取組を他の機関へ広めている。その
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指して

調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に、秋田大学「大
が採択されたことにより、現在も継続して実施している研究支援

員制度制定など、秋田大学の女性研究者支援の取組は大きく発展した。 
技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（拠点型）

体制を構築していた県内高等教育機関を始め、公設試験研究機関や行政
本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

 

の女性研究者を支援するために高等教育機関、

女性研究者支援コンソーシアムあきた

つの架橋」によるソーシャルキャピタルを

参加者と講師による秋田県女性研究者交流会を開催
シアムあきた参画機関に所属する女性研究者同士の交流

を設立 
女性研究者支援コンソーシアムあきた連携連絡会議を定期的に開催し、連携事業の取組などにつ

1回開催 

「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」を創設し、コンソーシアム
及びワーク･ライフ･バランスを確保しながら研究

女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや
出張ミニセミナーを開催 

コンソーシアムあきたを構成
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」

年度に設立した秋田県内の高等教育機関、公設試験研究機関及び行政機関など
架橋型ソーシャルキャピタル

の機関へ広めている。その
ことにより、地域の女性研究者比率の向上及び県内女性研究者の研究力向上を目指している。

調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に、秋田大学「大
が採択されたことにより、現在も継続して実施している研究支援

技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（拠点型）
、公設試験研究機関や行政

本学を拠点とする「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」に取り組んでいる。

の女性研究者を支援するために高等教育機関、

女性研究者支援コンソーシアムあきたを基盤とし、

を形成し、次

参加者と講師による秋田県女性研究者交流会を開催
シアムあきた参画機関に所属する女性研究者同士の交流

連携事業の取組などにつ

し、コンソーシアム
及びワーク･ライフ･バランスを確保しながら研究

女性研究者支援コンソーシアムあきたを構成する各機関に出向き、ワーク･ライフ・バランスや

コンソーシアムあきたを構成
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秋田大学「架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援」 
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平成25年度文部科学省科学技術人材育成費補助金女性研究者研究活動支援事業（拠点型）
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機関

行 政 世界へ！

秋田県女性研究者比率２０％以上！！

秋田県内研究機関連携体制の構築

・ 秋田県内高等教育機関及び公設試験研究機関20機
関によるコンソーシアム
・ 参画機関担当者による連携連絡会議を定期的に開催

平成25年度女性研究者支援コンソーシアムあきた設立記念トップシンポジウムの様子

実 施 体 制

秋田大学を拠点とする
県内女性研究者支援プロジェクト実施体制の確立

人と人、組織と組織をつなぐ支援

継続・検証・発展可能な連携トライアングル

・コンソーシアム参画機関研究
者のコラムやロールモデルなど
を定期的に紹介
・研究助成等情報発信

coloconi
〒010‐8502 秋田県秋田市手形学園町1番1号

TEL:018-889-2260 FAX:018-889-3186室長
渡 部 育 子 E-mail: sankaku2@jimu.akita-u.ac.jp

HP: www.akita-u.ac.jp/coloconi

期 待 で き る 効 果

人と人、研究・キャリアをつなぐ支援

SNS活用によるバーチャル
交流 開始

女性研究者のための
スキルアップセミナー
開催

m2hayashida
ハイライト表示

m2hayashida
ハイライト表示




